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■保証内容
弊社が定める保証期間（本製品ご購入日から起算されます。）内に適切な使用環境で発生した本製品の故障に
限り、無償で本製品を修理または同等品への交換を致します。 

■免責事項
この保証規定は、日本国内においてのみ有効です。また、海外でのご使用につきましては、弊社はいかなる保証も
致しません。日本国外ではその国の法律・規制により使用ができない、もしくは罰せられることがありますが、弊社
では一切の責任を負いかねますのでご了承下さい。 
本製品の故障または使用によって生じた、お客様の保存データの消失、破損等について保証するものではありま

せん。直接および間接の損害について弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承下さい。

■無償保証範囲
以下の場合には、保証対象外となります。

本製品購入の際の証明書（レシート、納品書等/以下「購入証明」と表記）と、本製品をご提出頂けない場合。
購入証明など販売店・購入年月日の記載あるものをご提示いただけない場合。
購入証明に、偽造・改変などが認められた場合。
弊社及び弊社が指定する機関以外の第三者ならびにお客様による本製品の改造、分解、修理が行われている場合。
弊社が定める機器以外に接続、または組み込んで使用し、故障または破損した場合。
マニュアル、文書、説明ファイルに記載の使用方法、及びご注意に反するお取扱いによって生じた故障、破損の場合。
通常一般家庭内で想定される使用環境の範囲を超える温度、湿度、振動等により故障した場合。
本製品を購入頂いた後の輸送中に発生した衝撃、落下等により故障した場合。
地震、火災、落雷、風水害、その他の天変地異、公害、異常電圧などの外的要因により故障した場合。
その他、無償修理または交換が認められない合理的事由が認められた場合。
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■修理規定
修理のご依頼は、購入証明を本製品に添えてお買い上げの販売店にお持ち頂くか、弊社修理センターに送
付してください。 
弊社修理センターへご送付頂く場合の送料はお客様ご負担となります。また、ご送付頂く際、適切な梱包の
上、紛失防止のため譲渡の確認できる手段(宅配や簡易書留など)をご利用下さい。尚、弊社では運送中の
製品の破損及び紛失については一切の責任を負いかねます。 
弊社修理センターへご送付頂く場合、必ず「お客様のご連絡先(ご住所/電話番号)」「故障の状態」を書面
にして本製品に添付して下さい。 
保証期間経過後の修理については、お見積もりの必要の有無、または修理限度額および連絡先を明示の
上、本製品に添付して下さい。 
ご送付頂く際の送付状控えは大切に保管下さい。 
修理、もしくは同機種での交換ができない場合は、保証対象製品と同等またはそれ以上の性能を有する他
の製品と交換させて頂く場合がございます。 
有償・無償に関わらず、修理等により交換された本製品またはその部品等は返却致しかねます。 
記録メディア・ストレージ製品において、弊社修理センターにてドライブ交換、製品交換を実施した際には
データの保全を行わず全て初期化致します。記憶メディア・ストレージ製品を修理に出す前には、お客様ご
自身でデータのバックアップを取って頂きますようお願い致します。 
本規定における「故障」とは、本製品が本製品の仕様の定めるとおりに機能しないことをいいます。外観損傷
（本製品の傷や破損）については、保証対象外となりますので、外観損傷に対する修理・修繕は行いません。
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保証期間 1年間

※レシートや納品書などの購入証明書は、ご購入日を証明する書類となりますので保証規定と併せて大切に保管願います。
本製品は日本国内仕様です。国外での使用に関しては弊社ではいかなる責任も負いかねます。また国外
での使用、国外からの問合せにはサポートを行っておりません。
This product is for domestic use only.
No technical support is available in foreignlanguages other than japanese.

本製品を使用して保存されたデータについては、理由を問わず一切の保証は致しかねます。ウイルス・誤
動作・落雷などの自然災害、経年劣化や不慮の事故などによる製品故障などに備え、バックアップ（デー
タの複製）をお願いします。
バックアップとは、保存したデータ以外にもデータの複製を作成しておき、万が一の際は複製のデータを
利用して被害を最小限にする事です。

バックアップについて


